
日頃よりあたたかいご支援をいただきありがとうございます。令和元年１２月定例会についてご報告します。 

 

 

鴻巣行田北本環境資源組合が進めていた新ご

み処理施設の建設計画が白紙になりました。１２

月１２日に開催された鴻巣、行田、北本の３市長

による正副管理者会議で合意されました。 

当初の計画では令和６年１２月の稼働を目指

し、鴻巣市安養寺に建設する予定でした。事業費

として設計・建設費、運営費（２０年間）、周辺

整備費の総計で６０３～６１１億円が見込まれ

ていました。 

 

鴻巣行田北本環境資源組合は、もとは昭和４５

年に行田市と鴻巣市（旧吹上町）で「行田、吹上

ごみ焼却場組合」として業務を開始しました。そ

の後、平成２６年４月に構成市を鴻巣市、行田市、

北本市とし、名称を「鴻巣行田北本環境資源組合」

に定め、ごみ処理の広域化に係る計画の策定や当

該計画に基づく一般廃棄物処理施設の建設に向

けた取り組みを推進してきました。 

新しい枠組みになる前、平成２５年５月に「ご

み処理施設の建設は鴻巣市内にする」等の基本合

意書を３市で締結しました。そして、平成２７年

度には、一般廃棄物処理施設の建設候補地を鴻巣

市内に決定し、基本方針となる「一般廃棄物処理

基本計画」等を策定しています。 

北本市の現在のごみ処理については、埼玉中部

環境保全組合（吉見町）にて行っています。同組

合では、昭和５９年に埼玉中部環境センターを設

置し、ごみ焼却処理を開始しました。稼働してか

ら３５年が経過し、新たな施設の建設が必要とな

っている状況です。そういった中で北本市は、平

成２６年に鴻巣行田北本環境資源組合に加わり、

新ごみ処理施設が完成した後、そちらでごみ処理

を行うことにしました。 

 

今年４月の行田市長選挙の前までは、当初の計

画通りに事業は進められていました。 

ところが、新ごみ処理施設を鴻巣市内ではなく、

行田市内に建設することを公約とした石井行田

市長が当選しました。これにより「ごみ処理施設

の建設は鴻巣市内にする」という３市の基本合意

書が守られないことになりました。更には行田市

民が、行田市内での建設の賛否を問う住民投票の

実施へ向けた手続きに入りました。 

それに対して鴻巣市としては、３市の基本合意

書に基づき鴻巣市内で用地を選定し、準備を進め

てきたことから譲ることができず、新ごみ処理施

設の建設計画が白紙になりました。 

 

新ごみ処理施設が白紙に 

鴻巣行田北本環境資源組合とは 

白紙に至った経緯は 

白紙となったことで令和６年１２月の新ごみ

処理施設の稼働はなくなりました。北本市単独

でごみ処理施設を持つことは難しいですから、

どこかの自治体と広域で対応せざるをえませ

ん。現在使用している吉見の埼玉中部環境セン

ターを延命することで、多少の猶予はあるとも

聞いていますが、一刻も早く今後の方向性を決

定する必要があります。 
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（問）どのような体制で警戒に当たったのか。 

（答）台風１９号が上陸した１０月１２日に先立

ち、１０日から準備に着手し、自主避難所

の開設および高尾橋の通行止めを決定する

と共に、土嚢の事前配布を行いました。 

１２日は、午前８時までに警戒体制第１

職員の参集、午前８時３０分に自主避難所

の開設、午後３時に臨時庁議を開催し、午

後４時に避難勧告を発令、午後１０時４０

分に避難指示へと引き上げました。 

１３日は、午前７時から臨時庁議を開催

し、午前９時に避難指示の解除、自主避難

所を閉鎖し、午後４時３０分に情報収集体

制を解除しました。 

 

（問）北本市内の被害状況は。 

（答）屋根から転落してケガをした人が１名、床

上浸水３棟、床下浸水４棟、上沼下沼土地

改良組合の揚水機場建屋が流失するなどの

農業被害がありました。 

 

 

（問）電光掲示板の

現状は。 

（答）竣工から２６年が経過し、さまざまな部分

で老朽化が進んでおり、電光掲示板全体が

表示されないという不具合が発生しました。 

 

（問）そのような状況で、高校野球の大会や埼玉

武蔵ヒートベアーズの公式戦を開催できる

のか。 

（答）更新整備までは応急措置で対応します。高

校野球および埼玉武蔵ヒートベアーズの関

係者に、そのような状況でも開催は可能と

確認しています。 

 

 

（問）スマホ決済の導入を検討しているか。 

（答）ラインペイやペイペイといった決済方法に

ついても、新たな納税機会の創出となりま

すので、既存の納税環境の検証と合わせて

関係部署と情報を共有し、調査研究してい

るところです。 

 

 

【あとがき】 

次回の令和２年第１回定例会は、 

２月２５日（火）から３月１９日（木）

の予定です。 

今後も皆様のご意見・ご相談など

お寄せいただけましたら幸いです。 

大島たつみの一般質問より（抜粋） 

１．台風１９号の対応について 

北本市として初めて避難勧告や避難指示を出

すような状況でしたが、混乱なく対応されたも

のと思います。今回の対応を総括し、より良い

防災体制の構築が望まれます。 

２．ヒートベアーズ北本スタジアムについて 

ヒートベアーズ北本スタジアムに限らず、公

共施設の老朽化は進行しています。公共施設マ

ネジメント実施計画が策定されていますが、着

実な推進が必要です。 

埼玉武蔵ヒートベアーズの松岡洸希投手が、

埼玉西武ライオンズに入団しました。桶川市の

出身です。それに続く選手が北本市から出るこ

とが期待されます。 

３．市税等の納付について 

北本市では窓口納付、口座振替、コンビニ納

付、ペイジー納付、クレジット納付の５つの納

付方法があります。市税を納付する環境は他の

自治体と比べて整っている状況です。 

北本トマト 

イメージキャラクター

みなさまの声をお寄せください。調査、研究し 

行政への質問や要望に取り入れていきます。 

12 月議会の一般質問では台風 19 号に関する質

問が集中しました。北本市は床上・床下浸水を含

む 19 件の罹災証明を発行したとの答弁。全国的に

大きな災害が頻発している近年、災害対策がいか

に必要か改めて感じさせられました。 

令和２年４月１日より各種証明書発行の手数料

や北本駅西口の市民交流プラザ多目的室・駅前広

場使用料が増額される議案が可決されました。身

近な行政サービスまで値上げか…とショックです

が、よりいっそう丁寧な行政運営を期待します！ 


